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昭
和
四
三
年
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ 

　
─
県
外
青
少
年
の
調
査
か
ら
─ 

「
横
浜
は
〝
暴
力
の
町
？
〟」

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
九
月
一
〇
日

の
『
読
売
新
聞
』
に
、
こ
の
よ
う
な
見
出
し

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
は
、
翌

年
三
月
卒
業
予
定
の
全
国
三
、
〇
〇
〇
名
の

中
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
横
浜
市
が
行
っ

た
「
横
浜
市
に
対
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果

を
報
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。記
事
で
は
、「「
だ

れ
で
も
住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
」
を
目
ざ

し
、
は
な
や
か
な
国
際
都
市
を
自
負
し
て
い

た
横
浜
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
結
果
」
と
書
か
れ
、「
市
側
は
ガ
ッ
ク
リ
」

の
見
出
し
も
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果

を
受
け
て
、
市
で
は
「
こ
わ
い
町
・
横
浜
」

の
イ
メ
ー
ジ
追
放
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
翌
一
一
日
の
『
神

奈
川
新
聞
』
の
「
照
明
灯
」
で
も
、
こ
の
調

査
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

横
浜
市
は
、
市
政
の
参
考
に
す
る
た
め
に

様
々
な
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
主
に
横
浜
市
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
調
査
の
よ
う
に
市
外
・
県
外
を

対
象
と
し
た
調
査
は
多
く
な
い
。

こ
の
調
査
は
、
横
浜
市
市
民
局
相
談
部
勤

労
市
民
室
『
横
浜
に
対
す
る
意
識
調
査
報
告

書
』（
一
九
六
八
年
九
月
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
こ
の
報
告
書
か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代

前
半
に
、
県
外
の
青
少
年
が
横
浜
市
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
か
、

そ
れ
は
何
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
を
中
心
に

紹
介
し
て
い
こ
う
。

調
査
の
方
法
と
回
収
率

こ
の
調
査
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け

る
労
働
力
不
足
の
な
か
で
、
京
浜
地
域
へ
集

団
就
職
な
ど
で
来
る
人
々
を
、
横
浜
市
内
に

就
労
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
「
雇
用
対
策

研
究
の
前
提
」
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

横
浜
市
が
労
働
力
を
引
き
寄
せ
る
魅
力
が
あ

る
か
、
魅
力
が
あ
る
と
し
て
も
正
し
く
伝
わ

っ
て
い
る
か
な
ど
が
目
的
で
あ
っ
た
。

調
査
期
間
は
六
八
年
六
月
一
日
～
一
〇
日
、

対
象
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
、
中

学
校
六
〇
校
・
高
校
六
〇
校
の
計
一
二
〇
校
、

三
、
〇
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
調
査
内
容
は
、

調
査
項
目
が
一
四
項
目
あ
り
、
具
体
的
な
選

択
肢
が
あ
る
調
査
で
あ
っ
た
。
調
査
の
回
収

数
は
、
中
五
七
校
・
高
五
四
校
、
計
一
一
一

校
、
二
、
七
〇
三
名
で
、
回
収
率
は
九
〇
％

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
と
は
別
枠
に
郡
部
の
中

学
校
二
校
も
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
の
二
校

は
、
回
収
前
に
「
調
査
が
比
較
的
市
中
に
か

た
よ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
推
定
に
よ
り

追
加
さ
れ
た
が
大
き
な
差
は
な
く
、
比
較
対

照
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
男
女
比
は

指
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
調
査
回
収
の
結

果
「
偶
然
」
同
一
で
あ
り
、
居
住
地
は
市
中

が
多
く
、
家
庭
は
会
社
員
が
四
分
の
一
で
一

位
、
以
下
、
農
業
・
そ
の
他
・
商
業
・
公
務

員
で
あ
っ
た
。

認
識
調
査

最
初
に
横
浜
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
尋

ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
約
九
八
％
が
知
っ

て
い
る
と
答
え
、
知
ら
な
い
と
答
え
た
一
・
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九
％
も
、
後
ろ
の
設
問
に
答
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
九
九
％
が
何
ら
か
の

形
で
知
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
と

し
て
、
認
知
度
は
非
常
に
高
い
と
す
る
。

次
に
、
横
浜
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
と
の
設
問
で
は
、
約
半
数
が
来
浜

し
て
お
り
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
で

来
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
理
由

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
対
象
者
は
、

ほ
ぼ
総
て
が
横
浜
を
知
っ
て
お
り
、
半

数
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
あ
っ

た
。
次
に
横
浜
を
知
っ
た
媒
体
に
つ

い
て
尋
ね
て
お
り
、
約
六
割
が
教
科
書
、

次
い
で
テ
レ
ビ
が
四
五
％
を
占
め
て

い
た
。
こ
の
結
果
に
「
文
化
、
知
識

の
供
給
源
と
し
て
の
テ
レ
ビ
が
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
」
と
し
て
い
る
。

次
に
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
横
浜
の
具

体
的
な
場
所
に
つ
い
て
、
二
四
の
選
択
肢
を

挙
げ
て
尋
ね
て
い
る
（
複
数
選
択
、
表
1
）。

全
体
で
は
、
一
位
「
外
人
墓
地
」、
二
位
「
マ

リ
ン
・
タ
ワ
ー
」、
四
位
「
金
沢
文
庫
」、
五

位「
港
の
見
え
る
丘
」で
、
中
学
校
で
は
、「
金

沢
文
庫
」
が
三
位
、「
山
下
公
園
」
が
五
位
、

高
校
で
は
「
港
の
見
え
る
丘
」
が
四
位
、「
伊

勢
佐
木
町
」
が
五
位
と
違
い
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
は
「
修
学
旅
行
な
ど
で
横
浜
へ
来
れ
ば
、

ま
ず
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
」
見
る
と
こ
ろ
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
「
理
解
で
き
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
一
方
で
「
関
内
」
は
最
下
位
、「
本

牧
」
は
二
四
位
と
認
知
度
は
低
か
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
繁
華
街
と
し
て

急
成
長
し
た
横
浜
駅
西
口
地
域
は
選
択
肢
に

入
っ
て
い
な
い
。
調
査
側
に
お
い
て
も
、
地

域
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
未
だ
無
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
選
択
肢
の
中
で
、
中
学
校
の
四
位
、

高
校
の
三
位
で
、
全
体
で
は
約
五
割
が
知
っ

て
お
り
三
位
と
な
っ
た
「
港
町
１
３
番
地
」

は
異
色
で
あ
り
、「
関
内
駅
北
口
前
の
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
の
所
在
地
」
で
「
と
く
に
全
国
的
に

有
名
な
理
由
は
な
い
」
場
所
で
あ
っ
た
（
港

町
３
丁
目
一
三
番
地
）。
こ
れ
は
、「
横
浜
出

身
の
流
行
歌
手
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
同
名
の

歌
で
知
っ
た
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
美
空

ひ
ば
り
の
「
港
町
十
三
番
地
」
に
は
、
具
体

的
な
横
浜
の
地
名
は
出
て
こ
な
い
が
、
美
空

ひ
ば
り
と
〝
み
な
と
ま
ち
〟
が
、
横
浜
と
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他

に
も
「
山
手
」、「
外
人
墓
地
」、「
チ
ャ
イ
ナ
・

タ
ウ
ン
」、「
伊
勢
佐
木
町
」
も
、
流
行
歌
で

知
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
の
テ
レ
ビ
と
共
に
「
流

行
歌
」
に
よ
る
影
響
も
大
き
く
、「
歌
の
中

の
横
浜
は
、
総
体
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
あ
り
、

恋
の
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

横
浜
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

最
初
に
見
た
「
暴
力
の
町
」
は
、
こ
の
設

問
の
一
七
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
（
複

数
選
択
）。
し
か
し
、「
暴
力
の
町
」
が
一
位

で
は
な
く
、
一
位
「
港
の
町
」、
二
位
「
外

国
人
の
た
く
さ
ん
い
る
町
」、
三
位
「
に
ぎ

や
か
な
町
」、
四
位
「
大
都
会
」、
五
位
「
工

業
の
町
」
と
、
現
在
で
も
比
較
的
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
答
え
が
並
ん
で
い
た
。
そ
し
て
六

位
に
「
暴
力
の
町
」、
一
二
位
に
「
暗
い
町
」

が
あ
り
、
選
択
肢
以
外
で
は
、「
ス
モ
ッ
グ

の
町
」
や
「
こ
わ
い
町
」
な
ど
も
あ
っ
た
。

全
体
の
一
四
・
一
％
の
回
答
が
あ
っ
た

「
暴
力
の
町
」
に
つ
い
て
は
、「
１
０
年
ほ

ど
前
の
横
浜
に
は
、
暴
力
が
は
び
こ
り
、
麻

薬
の
恐
怖
が
あ
っ
た
」
が
、
現
在
で
は
「
取

締
当
局
の
努
力
と
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な

っ
て
行
っ
て
い
る
「
誰
で
も
住
み
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
」
が
す
す
み
、
昔
の
語
り
草
」

に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
昭
和
三
七
年
の

『
麻
薬
犯
罪
の
概
況
』（
県
警
察
本
部
保
安

部
、
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
と
、「
横
浜
市
が
、

西
の
神
戸
市
と
並
び
、
日
本
の
代
表
的
麻
薬

都
市
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
数
年
来

の
顕
著
な
傾
向
で
あ
」
り
、
県
内
の
検
挙
数

は
、
五
七
年
二
三
五
名
、
六
〇
年
七
〇
三
名

な
ど
、
全
国
の
検
挙
数
の
二
割
を
超
え
て
い

た
。
市
の
刊
行
物
に
は
、「
通
称
麻
薬
銀
座
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
通
り
も
記
さ
れ
て
い
た

（『
健
康
な
ハ
マ
』
一
〇
、
横
浜
市
衛
生
局
）。

順位 項目 ％ 順位 項目 ％

1 港の町 87.3 10 住宅地 8.3 

2 外国人のたくさんいる町 67.2 11 楽しそうな町 7.7 

3 にぎやかな町 39.1 12 暗い町 4.4 

4 大都会 28.8 13 漁業の町 4.0 

5 工業の町 25.9 14 学校の多い町 2.7 

6 暴力の町 14.1 15 その他 2.1 

7 生き生きとした町 13.7 16 静かな町 2.0 

8 明るい町 13.5 17 無回答 0.9 

9 商業の町 8.7 18 農業の町 0.9 

順位 場　　所
1 外人墓地
2 マリン・タワー
3 港町13番地
4 金沢文庫
5 港の見える丘
6 伊勢佐木町
7 山下公園
8 鶴見
9 こどもの国
10 中華街
11 生麦
12 山手
13 氷川丸

順位 場　　所
14 戸塚
15 桜木町
16 保土ケ谷
17 元町
18 根岸
19 三渓園
20 港北
21 無回答
22 三ツ沢
23 野毛山
24 本牧
25 関内

表1　見聞きしたことがある場所

表2　どんなところだと思いますか

中区港町3丁目13番地、左から2軒目の横浜酒販会館ビル
1968（昭和43）年　広報課写真資料
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ひ
と
た
び
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
く
と
、

「
全
国
の
ひ
と
び
と
の
意
識
に
は
、
ま
だ
横

浜
と
暴
力
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
者
が

か
な
り
あ
る
こ
と
」
を
示
す
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
暗
い
」
イ
メ
ー
ジ
の
回
答

者
に
つ
い
て
は
、
他
の
設
問
の
回
答
な
ど
か

ら
更
に
分
析
を
進
め
て
い
る
。「
暴
力
の

町
」・「
暗
い
町
」
と
答
え
た
者
は
、
両
方
答

え
た
者
も
い
る
た
め
、
四
四
七
名
（
一
六
・

五
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
来
浜
し
た
こ

と
が
な
い
者
が
五
五
％
と
全
体
の
割
合
よ
り

多
く
、
ま
た
、
五
四
％
は
横
浜
に
魅
力
を
感

じ
な
い
と
答
え
て
お
り
、「
横
浜
の
正
し
い

姿
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
認
識
が

得
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
横
浜
を
知
っ
た

媒
体
に
つ
い
て
も
、
一
位
「
教
科
書
や
本
」、

二
位
「
テ
レ
ビ
」
は
同
様
で
あ
っ
た
が
、
全

体
で
は
四
五
・
二
％
で
あ
っ
た
「
テ
レ
ビ
」

は
五
一
・
五
％
と
上
回
っ
て
お
り
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

横
浜
の
魅
力

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
横
浜
に
魅
力
を
感

じ
る
か
ど
う
か
も
尋
ね
て
い
る
。
全
体
で
は
、

感
じ
る
が
約
五
二
％
、
感
じ
な
い
が
約
四
九

％
と
相
半
ば
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
中
学

生
は
五
一
・
六
％
が
感
じ
な
い
と
回
答
し
、

逆
に
高
校
生
で
は
五
六
・
五
％
が
感
じ
る
と

回
答
し
て
い
る
。
魅
力
を
感
じ
る
と
答
え
た

者
の
う
ち
、
男
女
で
は
女
子
の
方
が
多
く
、

来
浜
の
有
無
で
は
五
四
・
三
％
が
横
浜
を
訪

れ
て
い
た
。
ま
た
、
後
ろ
の
設
問
「
横
浜
に

知
り
合
い
が
い
る
か
ど
う
か
」
の
分
析
の
中

で
、
知
り
合
い
が
い
る
八
七
二
名
の
う
ち
、

六
三
％
が
来
浜
し
て
お
り
、
魅
力
を
感
じ
る

も
五
八
％
と
全
体
の
割
合
よ
り
高
い
。

次
に
魅
力
を
感
じ
る
点
を
、
一
二
選
択
肢

に
よ
り
尋
ね
て
い
る
（
複
数
選
択
）。
圧
倒

的
に
一
位
は
、
七
一
・
五
％
の
「
港
」、
次

い
で
「
外
国
人
」
が
三
七
・
五
％
と
な
り
、

表
2
の
「
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

か
」
の
上
位
と
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
報

告
書
で
は
、
五
位
「
遊
ぶ
」（
一
四
・
九
％
）

が
中
学
生
で
は
七
位
、
六
位
「
繁
華
街
」
は

中
学
生
八
位
、
高
校
生
四
位
の
結
果
か
ら
、

「
ど
う
も
高
校
生
は
、
中
学
生
よ
り
も
「
横

浜
の
繁
華
街
で
遊
ぶ
」
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

て
い
る
者
が
多
い
」
と
述
べ
、
一
方
、
中
学

生
は
「
港
、
外
国
人
、
工
業
都
市
、
大
都
会
、

文
化
、
東
京
に
近
い
」
と
の
順
位
か
ら
、「
学

校
教
育
か
ら
受
け
た
そ
の
ま
ま
の
意
識
が
強

い
」
と
し
て
い
る
。

最
近
の
横
浜

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
、
人
口
、
市
長
に
つ
い

て
も
、
選
択
肢
を
挙
げ
て
質
問
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
一
位
は
、「
大
き
な
造
船
所

か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
世
界
最
大
の
船
が
進
水
し

て
い
る
」
で
三
八
％
、
ま
た
三
位
に
は
港
の

拡
張
、
四
位
に
は
公
害
防
止
協
定
が
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
選
択
肢
は
、
約
一
年
間
の

報
道
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

二
位
「
麻
薬
密
売
と
暴
力
団
の
い
っ
せ
い
手

入
れ
に
よ
り
悪
人
が
大
量
検
挙
さ
れ
た
」

（
三
三
・
六
％
）
は
、
こ
の
「
よ
う
な
内
容

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
た
事
実
は
な
く
、

ま
っ
た
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
っ
た
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
が

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
と
錯
覚
さ
れ
て
お
り
、「
１

０
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
、
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ

が
そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
持
た
れ
て
い
る
と
も

い
え
る
し
」、「
映
画
や
ド
ラ
マ
で
横
浜
を
舞

台
に
派
手
な
拳
銃
の
撃
ち
合
い
や
、
麻
薬
を

と
り
ま
く
物
語
り
を
展
開
し
て
一
層
悪
い
イ

メ
ー
ジ
」
を
作
り
出
し
て
い
る
か
ら
と
も
述

べ
て
い
る
。
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
映
画
等

に
よ
っ
て
再
生
産
さ
れ
て
い
た
。

市
長
は
誰
か
の
設
問
で
は
、
五
二
％
が
正

解
の
「
飛
鳥
田
一
雄
」
と
答
え
、
認
知
度
は

高
い
。
こ
れ
も
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
へ
の
登
場
の
多
さ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

良
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
へ

横
浜
市
は
、
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
悪
い

イ
メ
ー
ジ
に
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
報
告
書

の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
少
な
く
と
も
今

の
段
階
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く
す
る
こ
と

で
あ
る
」
と
し
て
、「
①
「
明
る
い
勤
労
者

の
町
・
横
浜
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
②
各
都
市
関
係
機
関
に
対
す
る
横

浜
Ｐ
Ｒ
資
料
の
配
布
、
③
地
方
出
身
の
市
民

を
通
じ
て
故
郷
に
横
浜
を
紹
介
し
て
も
ら
う

行
事
の
開
催
、
④
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
た
人
や
機
関
の
表
彰
」
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

前
出
の
『
神
奈
川
新
聞
』
の
「
照
明
灯
」

に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
知
る

も
の
と
「
修
学
旅
行
で
〝
か
い
間
見
る
〟
組

が
半
々
」
な
の
で
、「
正
し
い
横
浜
の
姿
を

理
解
し
な
い
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
」

と
し
、
時
間
に
追
わ
れ
て
観
光
バ
ス
で
廻
る

「
風
の
ご
と
く
き
た
り
、
風
の
ご
と
く
去
る

〝
か
き
根
越
し
〟
見
学
者
で
は
、
何
十
万
、

何
百
万
を
送
迎
し
て
も
、
横
浜
に
は
な
ん
の

プ
ラ
ス
に
も
な
る
ま
い
」
と
し
て
、
や
は
り

Ｐ
Ｒ
冊
子
の
配
布
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
映
画
・
ド
ラ
マ
・
流
行
歌
な

ど
が
作
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
は
影
響
力
が
大
き

く
、
こ
れ
に
負
け
な
い
「
横
浜
イ
メ
ー
ジ
」

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
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